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糖蛋白質の 免疫組織化学 特に消化器癌 の 知冕 を中心 と して

武内　睦哉
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ヒ ト消化管 の ガ ン 細胞 の 抗原物質と対応す る 正常細胞 の もの との ちが い を螢光抗体法に よ り

観察 した知 児に つ い て の べ る 0

1）胃窄占膜」：皮性糖タ ン ノ ぐク 質

胃粘膜 の 粘 液細胞及び十 二 指腸の Brunner 腺 の 細胞は PAS 陽性 の Fucomllcan型の 上皮性糖 タ

ン パ ク質を分泌す る。 こ の 物質の 糖 鎖 は血液型活性 を担 い ，
ベ プ チ ド部分は臓器 特異性 を示

し7to 胃ガ ン で は ， 分化型 の 腺 ガ ン で は陰性で あるが g 腺管構造 の 乱 れ だ部分や ， 腺管構造

を示 さ な い 未分化 ガ ン で は 陽性 で あ っ た ○ 未分化 ガ ン と胃固有粘膜 の 未熟な ム チ ン 分泌細 胞

との 相同性 を示 した 。

2）躑 占膜＿ヒ皮性糖 タ ン ノ 〈ク質

腸粘膜 の 杯細胞は PA8 ，ア ル シ ァ ン ブ ル ー染色に「湯性な Sialernucan型 の 上皮性糖 タ ン パ ク質

を産生す る 。 この もの は正常 胃粘膜の 細胞には陰性で ある が ， 腸上皮化生 の 部位 の 柘細 胞 に

出現 し， 胃ガ ン で は分 化型は陰性，未分 化型 は 陽性で あっ た o 即 ち e ガ ン に お ける抗原の 横

すべ り現象がみ られ た o 直腸 ガ ン につ い て も， 胃， 腸粘膜特異性上 皮性糖 タ ン パ ク質の 分布

は 胃ガ ン と 同様で あ・
：） た 0

3）胎盤ア ル カ リ性ホ ス フ ァ ター’
ぜ

．L一フ ニ
ニ ル ア ラ ＝ ・ン ー一セ フ ァ ロ ース ，Co麟 一セ フ ァ ロ ース を用 い て 精製 した o 本酵素は胎盤絨

毛組織の 合胞体層に強陽性で ， 胃ガ ン ，直腸ガ ン ともに，分化型 ，未分化型を とわず陽性で

あ … た 。 酵素活性を示標 と した組織化学で は 活性を示 す腸上皮化生 の 部位 ，血管，間質成分

は陰性で あっ た 。 これ は ガ ン に お ける異所性抗原 の 出現 の
一

つ の 例 を示す。

4）　一セ ロ 、ム こコ　・イ　ド　（Symbodies）

セ ロ ム t：r　d ドが腹水 に転移 した 胃ガ ン の 細 胞膜面に強 く粘着 して お 夢，炎症性細胞 にはみ ら

れ な い ⊃ 胃ガ ン 組織で も，結合織が diffuse に うす く陽性 で あるが ， ガ ン 細胞 の 膜 面に特 に

多い oApffel らの い う syrn ．bodies ，抗原物質 の 遮蔽の 所見が み られ た 0

5）ガン
「一一脾一骨髄 一肺共通抗原

胃ガン 組織の PCA 可溶性成分につ き，Sephadex　G − 200 ゲノレ湃過 ，　 ConA一
セ ファ t・ ・一ス ク ロ マ トグ ラフ ィ

ー，等電点分画に よ り， Bt】 rtinS の NCA と類 似 し亢糖 タ ン パ ク質を得た 。 こ の 物質は 胃ガ ン ，

直腸 ガ ン に陽性 ，脾に 澄 い て は 白髄 の 周動脈 1丿ン パ 組織 鞘，所謂 thymus 　dependent　area に

集積す る リン パ 球 に散在 して 陽性 細胞がみ られ た Q 他の 末 梢 リン パ 節 ， 正常成人 の 循環血 の

リン パ 球は陰性で ある が ， 白．血病 の 所 謂 null 　 eell に 相当する もの は陽性Q 肺 の 肺胞 上 皮細 胞

も陽臨 この 物質ば欄包分裂の盛んな一群の細泡にか ぎっ て 出現する一種の異所性抗 原 とみな され る。
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